
「
ふ
る
さ
と
納
税
」「
医

師
確
保
」、
実
績
残
し
た

三
浦
町
長

三
選
目
指
す
三
浦
町
長
と
前

町
議
の
長
江
氏
の
一
騎
打

ち
が
濃
厚
な
海
陽
町
長
選
。
焦

点
は
三
浦
町
長
の
二
期
八
年
の

実
績
を
町
民
が
ど
う
評
価
す

る
か
。
情
勢
は
三
浦
町
長
が

優
勢
。
事
実
上
の
信
任
選
挙
だ
。

三
浦
茂
貴
町
長
（
五
二
）
の

最
大
の
実
績
は
ふ
る
さ
と
納

税
の
活
用
だ
。
令
和
七
年
度

の
寄
付
金
は
個
人
版
と
企
業

版
あ
わ
せ
て
二
億
五
千
万
円

超
。
八
年
間
で
総
額
十
一億
円

の
寄
付
金
を
集
め
て
い
る
。

寄
付
金
は
人
材
育
成
に
活
用

さ
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
と

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
推
進
だ
。
国

の
施
策
に
先
ん
じ
て
、
ア
イ
パ
ッ

ド
や
ア
ッ
プ
ル
ペ
ン
シ
ル
を
小
中

学
生
に
配
備
。「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
先
進

町
」
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

外
国
人
教
師
を
積
極
的
に

招
聘
。
幼
稚
園
か
ら
中
学
校

に
か
け
て
、
オ
ー
ル
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
授
業
を
展
開
。
実
用

的
に
英
語
を
し
ゃ
べ
る
こ
と
が

で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

育
成
が
進
ん
で
い
る
。

町
立
海
南
病
院
の
ド
ク

タ
ー
ロ
ス
も
解
消
さ
れ
て
い

る
。
ド
ク
タ
ー
人
脈
を
フ
ル

活
用
し
、
町
長
自
ら
県
外
で

ヘ
ッ
ド
ハ
ン

テ
ィ
ン
グ
。

ド
ク
タ
ー
確

保
で
医
療
体

制
が
充
実
し

て
い
る
。

「
岡
山
か

ら
二
人
、
神
奈
川
か
ら
一
人

来
て
く
れ
て
い
ま
す
。
三
人

と
も
総
合
診
療
科
の
ド
ク

タ
ー
な
の
で
、
町
民
に
オ
ー

ル
マ
イ
テ
ィ
ー
な
医
療
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」（
三
浦
町
長
）。

「
便
利
で
都
会
的
な
田
舎
」

「
ど
こ
で
も
ド
ア
」
を
標
榜
す

る
三
浦
町
長
。
町
外
へ
の
人
材

流
出
を
防
ぐ
た
め
に
、行
政
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
や
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

三
浦
町
政
の
問
題
点
指
摘
、

長
江
前
町
議

長
江
範
裕
氏
（
六
三
）
は

元
町
職
員
。
町
議
に
転

身
し
た
が
、一
期
目
途
中
で
辞

職
し
町
長
選
に
挑
戦
す
る
。
町

職
員
三
十
三
年
間
の
行
政
経
験

を
ア
ピ
ー
ル
。「
自
信
を
持
っ
て

誇
れ
る
町
に
」
と
呼
び
か
け
る
。

赤
字
施
設
の
運
営
、
町

職
員
の
早
期
退
職
、
産
官
学

の
連
携
不
足
な
ど
三
浦
町

政
の
問
題
点
を
指
摘
す
る

が
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
や
具
体
的
な
政
策
の

ア
ピ
ー
ル
は
い
ま
一
つ
だ
。

昨
年
動
き
出
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
新
総
合
戦
略

令
和
七
年
三
月
に
総
合

戦
略
を
見
直
し
た
海

陽
町
。
令
和
十
一
年
度
ま
で

に
、
百
五
十
人
の
新
規
雇
用

創
出
、
転
入
・
転
出
者
の
増

減
ゼ
ロ
、
年
少
人
口
三
九
〇

人
、
健
康
寿
命
の
延
伸
の
目

標
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

二
期
八
年
の
三
浦
町
政
を

発
展
的
に
継
承
し
、
総
合
戦

略
で
設
定
し
た
努
力
目
標
実

現
へ
向
け
、
単
な
る
お
題
目
で

な
く
、
地
に
足
が
つ
い
た
持
続

可
能
性
の
あ
る
具
体
的
施
策

を
ど
う
展
開
し
て
い
く
か
。

令
和
七
年
は
人
口
が
前
年

よ
り
五
人
増
え
た
が
、
少
子

化
対
策
は
緊
急
課
題
だ
。
人

口
減
少
が
地
域
経
済
の
退
潮

を
招
き
、
地
域
経
済
の
退
潮

が
人
口
減
少
を
招
く
と
い
う
悪

循
環
を
断
ち
切
れ
る
か
。

　

観
光
戦
略
も
テ
コ
入
れ
が
必

要
だ
。
県
が
鳴
り
物
入
り
で

導
入
し
た
阿
佐
東
線
の
Ｄ
Ｍ
Ｖ

は
運
休
続
発
。
い
つ
走
る
か
わ

か
ら
な
い
観
光
バ
ス
列
車
。
観

光
客
ど
こ
ろ
か
、
地
域
住
民

に
も
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。

　

き
ゅ
う
り
タ
ウ
ン
の
よ
う
な

地
域
資
源
の
掘
り
起
し
も
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
が
必
要
だ
。
ふ

る
さ
と
納
税
等
で
ア
ピ
ー
ル
す

れ
ば
、
寄
付
金
に
よ
る
独
自
財

源
の
確
保
、
産
業
振
興
の
一
石

二
鳥
が
期
待
で
き
る
。

町
議
選
と
の
同
日
選
、
投

開
票
は
四
月
二
十
六
日

町
長
選
は
町
議
選
と
の
同

日
選
。
現
職
町
議
十
二

人
の
う
ち
十
人
は
三
浦
町
長
与

党
。
三
浦
町
長
が
優
勢
な
海
陽

町
長
選
。
投
開
票
日
は
四
月
二

十
六
日
。
事
実
上
現
職
の
信
任

選
挙
に
な
り
そ
う
だ
。

改
選
ま
で
あ
と
一
年
の
後
藤
田
知
事
。
当
初
予
算
で
打
ち
出
し
た
宮
平
ト
ン
ネ
ル
（
つ
る
ぎ
町
）
と
阿
波
吉
野
川
警
察
署
（
吉
野
川
市
）
の
二
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
建
設
業
界
が
注
目
。
事
業
費
は
宮
平
ト
ン
ネ
ル
が
四
年
間
で
四
十
三
億
円
、阿
波
吉
野
川
警
察
署
が
五
年
間
で
六
十
七
億
円
。

「「
収
支
計
画
作
れ
な
い
」」
と
ア
ミ
コ
ビ
ル
再
生
を
一
年
で
投
げ
出
し
た
徳
島
都
市
開
発
㈱
の
南
波
前
社
長
。
四
月
か
ら
同
社
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
契
約
。「
社
長
業
を
放
り
投
げ
た
人
物
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
適
任
か
」
と
疑
問
の
声
。
同
氏
は
県
産
業
国
際
化
支
援
機
構
の
理
事
会
長
就
任
説
も
。
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大
阪
北
新
地
の
ナ
イ
ト
ス
ポ
ッ
ト
で
見

か
け
た
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
、
ま
な
さ
ん
。

ガ
ー
ナ
人
の
父
親
と
日
本
人
の
母
親
の

ハ
ー
フ
。
一九
九
七
年
茅
ヶ
崎
生
ま
れ
の

湘
南
ガ
ー
ル
だ
。
姉
の
な
み
ち
え
さ
ん

は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
知
ら
れ
る
。

　

ま
な
さ
ん
は
現
在
、
東
京
や
大
阪
の

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
活
動
中
。
ダ
ン
サ
ー

や
俳
優
の
顔
も
持
つ
。
フ
ジ
テ
レ
ビ
の

ド
ラ
マ
「
大
豆
田
と
わ
子
と
三
人
の
元

夫
」
に
も
出
演
し
て
い
た
と
い
う
。

　

二
〇
二
四
年
五
月
に
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ル
バ
ム

「
T
e
l
l
i
n
'
M
y
s
e
l
f
」
を
リ

リ
ー
ス
。
山
下
達
郎
の
ラ
ジ
オ
番
組
で
も
紹
介

さ
れ
た
。将
来
が
楽
し
み
な
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
だ
。

№198

県
内
で
年
間
八
億
五
、
七
二
四

万
円
が
集
ま
る
企
業
の
寄
付
金

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
市
町
村

が
寄
付
対
象
事
業
を
Ｈ
Ｐ
等
で
ア

ピ
ー
ル
。
企
業
が
支
援
し
た
い
事
業
を
選

び
寄
付
す
る
。
企
業
は
寄
付
額
の
約
九

十
％
が
法
人
関
係
税
か
ら
控
除
さ
れ
る
。

　

例
え
ば
、
支
援
し
た
い
事
業
に
一
千
万
円

寄
付
す
る
と
、
法
人
税
や
法
人
住
民
税
、
法

人
事
業
税
の
法
人
関
係
税
の
税
額
か
ら
約
九

百
万
円
控
除
さ
れ
る
。
支
払
う
税
金
が
約
九

百
万
円
少
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

寄
付
対
象
事
業
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

内
閣
府
が
認
定
す
る
。
市
町
村
が
地
方
版

総
合
戦
略
や
地
域
再
生
計
画
を
策
定
。
内

閣
府
が
Ｏ
Ｋ
し
た
ら
、
寄
付
が
受
け
ら
れ

る
。
寄
付
金
額
の
下
限
は
十
万
円
だ
。

県
内
二
十
四
市
町
村
が
集
め
た
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
総
額
は
、

令
和
六
年
度
で
一
九
〇
社
・
八
億
五
、

七
二
四
万
円
。
五
年
度
で
一
二
六
社
・

五
億
六
、
七
四
二
万
円
だ
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
学

校
設
立
、
全
国
初
の
取
り
組

み
、
神
山
町

寄
付
金
が
四
億
三
、
七
六
〇
万
円
と

断
ト
ツ
の
神
山
町
。
企
業
の
関
心

を
呼
ぶ
の
が
神
山
高
専
。
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
を
活
用
し
た
学
校
の
設
立
と
い
う

全
国
初
の
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

寄
付
企
業
と
金
額
は
次
の
通
り
だ
。

大
塚
製
薬
（
非
公
開
）、北
島
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
百
万
円
）、ス
マ
ー
ト
エ
ナ
ジ
ー

（
一
千
百
万
円
）、
阿
波
銀
行
（
一
千
万

円
）、
ダ
イ
セ
ル
（
非
公
開
）、
興
国
（
非

公
開
）、タ
レ
ン
ト
ス
ク
エ
ア
（
非
公
開
）。

　

令
和
五
年
開
校
の
神
山
高
専
が

寄
付
集
め
の
求
心
力
を
発
揮
す
る

神
山
町
。
過
去
の
寄
付
金
は
校
舎

改
築
、
図
書
の
購
入
費
用
、
運
転

資
金
、
学
生
の
奨
学
金
な
ど
学
校

設
立
に
よ
る
人
材
育
成
に
活
用
さ

れ
て
い
る
。

寄
付
金
を
原
資
に
、「
徳

島
ガ
ン
バ
ロ
ウ
ズ
」
運
営
会

社
に
補
助
金
、
那
賀
町

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
に

寄
付
金
を
活
用
し
て
い
る
の

が
那
賀
町
だ
。
令
和
六
年
度
に
集

め
た
寄
付
金
は
二
十
件
・
一
億
七

千
万
円
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
プ
ロ
バ

ス
ケ
ッ
ト
の
徳
島
ガ
ン
バ
ロ
ウ
ズ
。

町
は
寄
付
金
を
原
資
に
徳
島

ガ
ン
バ
ロ
ウ
ズ
の
運
営
会
社「
㈱

が
ん
ば
ろ
う
徳
島
」
に
補
助
金

を
交
付
。
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
サ

ポ
ー
ト
し
、
町
外
か
ら
誘
客
す

る
な
ど
地
域
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

交
付
さ
れ
た
補
助
金
は
、

リ
ー
グ
公
式
戦
や
エ
キ
シ
ビ

シ
ョ
ン
マ
ッ
チ
、
ベ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
、
フ
ァ
ン
感
謝
サ
イ
ン

会
、
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
へ
の
小
・

中
・
高
校
生
の
無
料
招
待
等

に
使
わ
れ
て
い
る
。

寄
付
企
業
は
、
四
国
化
工
機
、
メ

デ
ィ
ア
ド
ゥ
、
阿
波
銀
行
、
日
亜
化

学
工
業
、
ア
バ
ン
テ
ィ
ア
、
ブ
ッ
ク

バ
ー
ガ
ー
、
エ
ブ
リ
ス
タ
、
徳
島
大

正
銀
行
、
ニ
シ
テ
ッ
ク
、
四
国
放
送

な
ど
十
八
社
だ
。

懸
念
さ
れ
る
「
寄
付
金
還
流
」、

悪
用
さ
れ
る
匿
名
寄
付

令
和
六
年
度
に
全
国
で
一
万
八
、
四
五

七
件
・
六
三
一
億
四
千
万
円
の
寄
付

が
集
ま
っ
た
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
。
寄

付
企
業
と
自
治
体
が
組
ん
だ
「
寄
付
金
還

流
」
の
落
と
し
穴
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
寄
付

企
業
へ
の
経
済
的
見
返
り
は
禁
止
さ
れ

て
い
る
が
、
寄
付
企
業
の
名
前
を
隠
す

「
匿
名
寄
付
」
制
度
を
悪
用
し
た
ふ
る
さ

と
納
税
利
権
の
闇
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

一
例
が
福
島
県
国
見
町
。
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
約
四
億
円
を
活

用
し
、
十
二
台
の
高
規
格
救
急
車
を
整

備
し
、
他
自
治
体
に
貸
し
出
す
事
業
を

計
画
し
た
。
寄
付
企
業
は
匿
名
だ
っ
た
。

　

内
閣
府
が
認
定
し
た
同
町
の
寄
付

対
象
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
に
そ
も
そ
も

高
規
格
救
急
車
の
整
備
は
な
か
っ
た

が
、
町
は
寄
付
企
業
の
要
望
を

受
け
て
、
救
急
車
整
備
に
動
き
、

Ａ
社
に
事
業
を
委
託
し
た
。

　

Ａ
社
は
Ｂ
社
に
救
急
車
を
発
注
し

た
が
、
Ｂ
社
は
町
に
匿
名
で
寄
付
し

た
複
数
企
業
の
グ
ル
ー
プ
企
業
だ
っ

た
。
問
題
が
発
覚
し
、内
閣
府
が「
寄

付
企
業
に
便
宜
供
与
し
た
」
と
認
定

を
取
り
消
し
た
。

匿
名
寄
付
制
度
を
悪
用

し
た
官
製
談
合
や
寄
付
金

の
還
流
疑
惑
だ
。
抜
本
的

対
策
は
匿
名
寄
付
の
禁
止

だ
が
、
野
放
し
の
ま
ま
。

県
内
自
治
体
で
も
寄
付
企
業
の

一
部
は
匿
名
の
ま
ま
だ
。

南
海
電
鉄
の
通
天
閣
が
泣
い

て
い
る

寄
付
企
業
に
冷
や
水
を
浴
び
せ

た
自
治
体
も
あ
る
。
徳
島
県

だ
。
大
阪
の
通
天
閣
を
運
営
す
る
通

天
閣
㈱
か
ら
令
和
六
年
度
と
七
年
度
に

各
百
万
円
の
寄
付
を
も
ら
い
、
関
西
で

の
誘
客
や
Ｐ
Ｒ
活
動
に
活
用
し
て
い
る
。

　

通
天
閣
㈱
は
南
海
電
鉄
㈱
の
子
会
社
。

南
海
電
鉄
は
南
海
フ
ェ
リ
ー
運
営
の
南
海

グ
ル
ー
プ
中
核
会
社
。
徳
島
バ
ス
も

関
連
会
社
だ
。
経
営
難
の
南
海
フ
ェ

リ
ー
は
徳
島
県
に
資
金
的
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
求
め
た
が
、
県
は
「
ノ
ー
」。

万
事
休
し
た
南
海
フ
ェ
リ
ー
は
事

業
撤
退
を
発
表
。
徳
島
と
和
歌
山
を

結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
航
路
が
消
え
る
こ
と

に
な
っ
た
。
徳
島
県
の
つ
れ
な
い
対

応
は
当
然
南
海
グ
ル
ー
プ
の
関

連
企
業
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

徳
島
県
の
事
業
に
共
感

し
、
寄
付
を
行
っ
て
き
た

南
海
グ
ル
ー
プ
の
通
天
閣

㈱
。
フ
ェ
リ
ー
存
続
を
め

ぐ
る
県
の
つ
れ
な
い
対
応
は
同

社
の
寄
付
マ
イ
ン
ド
の
ト
ー
ン

ダ
ウ
ン
を
招
き
か
ね
な
い
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
ベ
ー

ス
は
自
治
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
資

金
的
に
応
援
し
た
い
と
い
う
企

業
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
マ
イ
ン
ド

だ
。
南
海
フ
ェ
リ
ー
を
突
き
放

す
徳
島
県
。
懸
念
さ
れ
る
の
は
南

海
グ
ル
ー
プ
の
し
っ
ぺ
返
し
だ
。
南

海
電
鉄
の
通
天
閣
が
泣
い
て
い
る
…
。

　
　
　
　

四
月
二
日
（
木
）
十
六
時
半
、県
職
員
二
十
一
人
が
ソ
ウ
ル
に
飛
ん
だ
。

目
的
は
関
係
団
体
や
企
業
へ
の
挨
拶
回
り
や
打
合
せ
。
二
泊
三
日
の
公

務
出
張
だ
が
、
実
質
公
務
は
三
日
（
金
）
の
一
日
だ
け
。「
Ｌ
Ｃ
Ｃ
定

期
便
の
搭
乗
率
を
上
げ
る
た
め
の
ソ
ウ
ル
・
サ
ク
ラ
出
張
か
」
と
疑
問

の
声
も
。
問
わ
れ
る
の
は
ソ
ウ
ル
公
務
の
内
容
と
費
用
対
効
果
だ
。

　
　
　
　

ト
ッ
プ
は
神
山
町
の
四
億
三
、七
六
〇
万
円
、
ワ
ー
ス
ト
は
松
茂
町
の
十
万
五
、六
〇
〇
円
…
。
徳
島
県
内
自
治
体
の
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
ラ
ン
キ
ン
グ
だ
。
寄
付
金
が
自
治
体
の
事
業
に
活
用
で
き
、
企
業
は
寄
付
金
の
九
十
％

が
税
額
免
除
さ
れ
る
地
方
創
生
の
応
援
税
制
。
企
業
が
寄
付
し
た
く
な
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
問
わ
れ
て
い
る
。

ふるさと納税
  寄付金ランキング

企業版ふるさと納税寄付金ランキング
徳
島
県

令
和
６
年
度

比
例
復
活
当
選
で
悲
願
の
衆

院
議
員
に
就
任
し
た
飯
泉
嘉
門

前
知
事
。
国
と
の
パ
イ
プ
役
が

期
待
さ
れ
る
が
、
野
党
議
員
の

悲
哀
か
、
各
種
要
望
活
動
に
お

呼
び
か
か
ら
ず
、
蚊
帳
の
外
状

態
。
議
員
バ
ッ
ジ
が
泣
い
て
い
る
。

三
月
十
七
日
、
徳
島
県
関
係
国

会
議
員
と
県
と
の
情
報
交
換
会

が
東
京
で
開
催
さ
れ
た
。
後
藤
田

知
事
が
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
確
保
や

徳
島
阿
波
お
ど
り
空
港
の
機
能
強

化
、
蓄
電
池
関
連
産
業
の
支
援
等

国
へ
の
要
望
内
容
を
説
明
し
た
。

参
議
院
会
館
で
開
か
れ
た
情

報
交
換
会
に
は
、
山
口
衆
院
議

員
、仁
木
衆
院
議
員
、

中
西
参
院
議
員
、
福

山
参
院
議
員
ら
県
関

係
国
会
議
員
が
出
席

し
た
が
、
飯
泉
嘉
門

衆
院
議
員
の
姿

は
な
か
っ
た
。

四
月
八
日
、
松

茂
町
の
冨
士
町
長

や
佐
藤
町
議
会
議

長
ら
が
防
衛
省
に
要
望
活
動

を
行
っ
た
。
同
省
が
来
年
度
中

の
打
ち
切
り
を
決
め
て
い
る
特

定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整

交
付
金
の
継
続
を
求
め
た
。

要
望
活
動
に
は
山
口
衆
院

議
員
、
中
西
参
院
議
員
が
同

行
。
若
林
防
衛
政
務
官
に

要
望
書
を
提
出
し
た
が
、
松

茂
町
に
住
民
票
が
あ
り
松
茂

町
民
で
あ
る
飯
泉
衆
院
議
員

の
姿
は
な
か
っ
た
。

飯
泉
衆
院
議
員
の
不
在
理

由
は
野
党
議
員
の
た
め
お
呼

び
が
か
か
ら
な
か
っ
た
た
め
だ
。

県
の
情
報
交
換
会
は
与
党
議
員
が

対
象
。
松
茂
町
は
政
権
政
党
で
な

い
た
め
、
声
を
掛
け
な
か
っ
た
。

　

飯
泉
衆
院
議
員
は
昨
年
衆
院

選
徳
島
二
区
に
国
民
民
主
公
認

で
出
馬
。
落
選
し
た
が
、
比

例
四
国
で
復
活
当
選
し
た
。

元
総
務
官
僚
。
徳
島
県
知

事
五
期
二
十
年
、
第
十
三
代

全
国
知
事
会
長
な
ど
の
キ
ャ

リ
ア
を
持
つ
。

選
挙
戦
で
は
「
県
民
の

窮
状
を
救
う
」
と
訴
え
た

が
、野
党
議
員
の
た
め
「
戦

力
外
」
扱
い
。
メ
ジ
ャ
ー

リ
ー
グ
級
の
実
力
は
類
推

さ
れ
る
が
、
マ
イ
ナ
ー
リ
ー

グ
で
燻
っ
て
い
る
現
状
だ
。

念
願
の
国
会
議
員
に
な
っ

た
も
の
の
、
野
党
議
員
の
悲

哀
に
直
面
す
る
飯
泉
衆
院
議

員
。「
徳
島
二
区
を
地
方
創

生
の
モ
デ
ル
に
」
等
選
挙
で

訴
え
た
公
約
は
任
期
中
に
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

順位 自治体名 金 額

1位 神山町 437,600,000

2位 那賀町 170,800,000

3位 鳴門市 60,300,000

4位 小松島市 34,554,400

5位 徳島市 30,900,000

6位 美波町 29,505,600

7位 美馬市 27,052,400

8位 海陽町 15,353,000

9位 上勝町 11,500,000

10位 板野町 10,114,400

11位 東みよし町 8,275,600

12位 三好市 5,184,400

13位 吉野川市 3,948,960

14位 つるぎ町 3,627,600

15位 石井町 3,223,200

16位 上板町 1,105,600

17位 牟岐町 1,099,600

18位 佐那河内村 898,000

19位 藍住町 705,600

20位 阿南市 528,000

21位 阿波市 346,400

22位 北島町 305,600

23位 勝浦町 205,600

24位 松茂町 105,600

街
で
み
か
け
た
ジ
ャ
ズ
・
シ
ン
ガ
ー

VS

三
浦 

町
長

長
江 

前
町
議

県産品販売支援を国内外で行う（公社）徳島県産業国際化支援機構。県は令和八年度に職員七人を派遣、十二件・約二億六、六六四万円の事業を委託。

徳
島
県

はなせ‼はなせ‼

知
事

暴
走
は

お
や
め
く
だ
さ
い
！

四
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
関
係
団

四
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
関
係
団

体
や
企
業
、
大
学
等
を
訪
問

体
や
企
業
、
大
学
等
を
訪
問

ソ
ウ
ル
に
飛
ん
だ
の
は
、
観
光

政
策
課
、
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー

ズ
ゲ
ー
ム
推
進
室
、
商
務
戦
略
課
、

産
業
成
長
推
進
課
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
課
、
知
事
戦
略
局
、
観
光
協

会
派
遣
職
員
の
総
勢
二
十
一
人
。

四
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
公
務
を
行
っ

た
。
チ
ー
ム
①
は
（
一
財
）
自
治
体
国
際

化
協
会
と
日
本
政
府
観
光
局
の
ソ
ウ
ル

事
務
所
、
韓
国
の
旅
行
会
社
・
ハ
ナ
ツ

ア
ー
、メ
デ
ィ
ア
系
企
業
等
を
訪
問
し
た
。

　

チ
ー
ム
②
は
県
観
光
協
会
の
姜
盛
文

（
カ
ン
ス
ン
ム
ン
）
副
理
事
長
が
率
い

た
カ
ン
チ
ー
ム
。
観
光
協
会
に
派
遣
さ

れ
た
県
職
員
ら
と
延
世
大
学
や
弘
益
大

学
、
韓
国
外
国
語
大
学
等
を
訪
問
し
た
。

　

チ
ー
ム
③
は
、
韓
国
の
カ
ヌ
ー
連
盟

や
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
協
会
、
ボ
ー
リ
ン

グ
協
会
等
を
訪
問
。
来
年
徳
島
で
開
催

さ
れ
る
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム

ズ
へ
の
選
手
参
加
を
案
内
し
た
。

　

チ
ー
ム
④
は
日
本
商
工
会

議
所
や
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
ソ
ウ

ル
事
務
所
を
訪
問
。「
Ｉ
Ｆ

Ｓ
２
０
２
６
」
と
呼
ば
れ
る

韓
国
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
協
会

主
催
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

シ
ョ
ー
を
視
察
し
た
。

人
事
異
動
受
け
た
顔

人
事
異
動
受
け
た
顔

見
せ
挨
拶
？
、
大
学

見
せ
挨
拶
？
、
大
学

訪
問
訪
問
チ
ー
ム
は
学
生

チ
ー
ム
は
学
生

交
流
を
協
議

交
流
を
協
議

四
チ
ー
ム
の
う
ち
、
中

身
の
あ
る
具
体
的
な

仕
事
を
し
た
の
は
大
学
訪

問
チ
ー
ム
。
各
大
学
の
教

授
ら
と
面
談
。
学
生
の
徳
島
訪
問
や

日
韓
の
学
生
交
流
な
ど
今
後
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
協
議
し
て
い
る
。

他
の
三
チ
ー
ム
は
四
月
の
人
事
異
動

を
受
け
た
新
任
の
挨
拶
な
ど
、
儀
礼
的

な
顔
見
せ
訪
問
が
メ
イ

ン
だ
っ
た
よ
う
だ
。
新

し
く
配
属
さ
れ
た
ば
か

り
の
職
員
で
相
手
方
と

つ
っ
こ
ん
だ
話
が
で
き

る
わ
け
が
な
い
。

そ
も
そ
も
こ
の
「
ソ

ウ
ル
二
十
一
人
出
張
」
は
、
女
性
職
員

の
有
休
眉
毛
タ
ト
ゥ
ー
ツ
ア
ー
が
発
端

だ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。「
ソ
ウ
ル
で
眉

毛
タ
ト
ゥ
ー
を
入
れ
よ
う
」
と
参
加
者

を
募
っ
た
が
、
不
評
で
ボ
ツ
。

代
案
で
浮
上
し
た
の
が
「
韓
国
ス
タ
デ
ィ

ツ
ア
ー
」
と
称
さ
れ
た
ソ
ウ
ル
出
張
。
観

光
ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
の
幹
部
が
各
部
局
に

呼
び
か
け
、
総
勢
二
十
一
人
の
「
Ｇ
Ｏ　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
E
Ｏ
Ｕ
Ｌ
」が
実
現
し
た
よ
う
だ
。

ソ
ウ
ル
便
の
搭
乗
率
ア
ッ
プ
の
職

ソ
ウ
ル
便
の
搭
乗
率
ア
ッ
プ
の
職

員
動
員
？

員
動
員
？

眉
毛
タ
ト
ゥ
ー
に
せ
よ
、
研
修
や
新

任
挨
拶
に
せ
よ
、
県
職
員
二
十
一

人
の
「
Ｇ
Ｏ　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
E
Ｏ
Ｕ
Ｌ
」
の

背
景
に
あ
る
の
は
、
ソ
ウ
ル
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
ア

ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
便
の
搭
乗
率
の
低
さ
だ
。

ソ
ウ
ル
か
ら
徳
島
に
来
る
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
便
は
満
席
状
態
だ
が
、
徳
島
か
ら

ソ
ウ
ル
に
向
か
う
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
便

は
空
席
が
目
立
つ
。
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

便
の
搭
乗
率
を
ど
う
上
げ
る
か
が
、
ソ

ウ
ル
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
課
題
だ
っ
た
。

県
は
県
内
企
業
に
「
助
成
金
が
出
ま

す
よ
」
と
ソ
ウ
ル
へ
の
社
員
研
修
旅
行

を
電
話
営
業
す
る
が
、「
県
職
員
が
な

ん
で
こ
ん
な
電
話
を
し
て
く
る
の
か
」

と
企
業
関
係
者
の
反
応
は
い
ま
一
つ
。

　

禁
じ
手
の
裏
技
と
し
て
打
ち
出
さ
れ

た
の
が
県
職
員
の
「
サ
ク
ラ
出
張
」
だ
。

中
身
の
な
い
新
任
挨
拶
や
「
眉
毛
タ

ト
ゥ
ー
」
の
よ
う
な
有
休
個
人
旅
行
に
よ

る
「
Ｇ
Ｏ　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
E
Ｏ
Ｕ
Ｌ
」
だ
。

ソ
ウ
ル
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
運
航
会
社
か
ら

「
搭
乗
率
が
○
○
％
を
切
っ
た
ら
撤
退

す
る
」
と
の
条
件
を
突
き
つ
け
ら
れ

て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
無
理

や
り
公
務
出
張
を
仕
立
て
て
県
職
員

を
ソ
ウ
ル
に
飛
ば
す
の
は
邪
道
だ
。

新
任
の
挨
拶
な
ら
メ
ー
ル
で
十
分
。
名

刺
交
換
の
た
め
に
ソ
ウ
ル
に
行
く
必
要

は
な
い
。
Ｄ
Ｘ
や
働
き
方
改
革
を
推
進

す
る
徳
島
県
。「
サ
ク
ラ
出
張
」
は
行
政

改
革
に
逆
行
す
る
税
金
の
無
駄
使
い
だ
。

ソ
ウ
ル
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
運
航
を
維
持
す
る
た

め
に
、
運
航
支
援
の
名
目
で
多
額
の

補
助
金
を
航
空
会
社
に
交
付
し
て
い
る
徳

島
県
。
運
航
支
援
だ
け
で
な
く
、
販
売
促

進
の
名
目
で
も
補
助
金
を
出
し
て
い
る
。

　

補
助
対
象
は
販
売
促
進
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
航
空
会
社
や
旅
行
会
社
。
令
和

七
年
度
の
予
算
は
二
億
八
千
二
百
万
円
。

韓
国
の
航
空
会
社
や
旅
行
会
社
に
交
付
し

て
い
る
が
、
交
付
金
額
は
非
公
開
だ
。

闇
に
包
ま
れ
た
補
助
金
交
付
実
態
。

隠
蔽
機
能
を
発
揮
す
る
の
が
「
徳
島
県

国
際
観
光
テ
ー
マ
地
区
推
進
協
議
会
」

と
呼
ば
れ
る
官
民
混
在
の
任
意
団
体

だ
。
構
成
メ
ン
バ
ー
は
次
の
通
り
だ
。

　
（
一
社
）
日
本
旅
館
協
会
徳
島
県
支

部
、
徳
島
県
、
徳
島
市
、
鳴
門
市
、
美

馬
市
、
三
好
市
、
県
観
光
協
会
、
鳴
門

市
観
光
協
会
、
三
好
市
観
光
協
会
、
県

国
際
協
会
、
Ｊ
Ｒ
四
国
、
徳
島
バ
ス
。

協
議
会
は
県
か
ら
補
助
金
二
億
八
千
二
百

万
円
（
令
和
七
年
度
）
を
も
ら
い
、
韓
国
の

航
空
会
社
や
旅
行
会
社
に
ば
ら
撒
い
て
い
る

が
、
任
意
団
体
の
た
め
、
情
報
公
開
の
対
象

外
で
県
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
も
及
ば
な
い
。

任
意
団
体
を
ト
ン
ネ
ル
機
関
に
使

い
、
補
助
金
の
使
途
を
ベ
ー
ル
に
包
む

の
は
、
香
港
便
の
航
空
会
社
へ
の
赤
字

補
填
が
疑
問
を
呼
ん
だ
国
際
定
期
便
の

運
航
支
援
補
助
金
と
同
じ
構
造
だ
。

　

運
航
支
援
で
補
助
金
使
途
の
隠
蔽
機
能
を

担
っ
て
い
る
の
は
徳
島
阿
波
お
ど
り
空
港
利

用
促
進
協
議
会
。
官
民
混
在
の
任
意
団
体
。

県
は
こ
の
協
議
会
に
一
括
し
て
補
助
金
を
交

付
す
る
が
、
交
付
金
額
は
闇
の
中
だ
。

販
売
促
進
と
運
航
支
援
の
名
目
で
補
助
金

が
流
れ
込
む
二
つ
の
任
意
団
体
。
事
務
局
は

県
観
光
政
策
課
。
県
が
二
つ
の
任
意
団
体
を

隠
れ
蓑
に
使
い
、
航
空
会
社
や
旅
行
会
社
に

補
助
金
を
ば
ら
撒
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

後
藤
田
知
事
は
運
航
支
援
を
戦
略
的

投
資
と
強
調
す
る
が
、
投
資
な
ら
、「
税

金
を
い
く
ら
投
資
し
て
こ
れ
だ
け
プ
ラ

ス
に
な
っ
た
」と
い
う
費
用
対
効
果
を「
株

主
」で
あ
る
県
民
に
情
報
開
示
す
べ
き
だ
。

県
産
品
の
魅
力
度
ア
ッ
プ
と
国
内
外
の

販
路
拡
大
に
取
り
組
む
（
公
社
）
徳

島
県
産
業
国
際
化
支
援
機
構
（
地
域
商
社
）

も
、
そ
の
運
営
に
は
不
透
明
感
が
付
き
纏

う
。
最
大
の
疑
問
が
県
委
託
費
の
使
途
だ
。

県
経
済
産
業
部
と
農
林
水
産
部
か
ら

年
間
二
億
円
を
超
え
る
委
託
事
業
を
随

意
契
約
で
受
託
す
る
が
、
大
半
は
下
請

け
や
再
委
託
の
民
間
企
業
や
個
人
が
仕

事
を
行
う
。
一
種
の
ト
ン
ネ
ル
団
体
だ
。

　

疑
問
を
呼
ぶ
の
は
下
請
け
や
再
委
託
業

者
に
流
れ
た
金
の
使
途
。
例
え
ば
後
藤
田

知
事
が
ベ
ト
ナ
ム
訪
問
し
た
際
、
知
事
が

政
府
関
係
者
に
渡
し
た
土
産
代
は
県
で
は

な
く
、
地
域
商
社
が
負
担
し
て
い
た
。

　

役
員
人
事
も
謎
だ
ら
け
だ
。
四
月

二
十
日
の
総
会
で
、
ア
ミ
コ
ビ
ル
の

運
営
会
社
・
徳
島
都
市
開
発
の
社
長

だ
っ
た
南
波
岳
大
氏
を
新
た
に
理
事

に
選
任
す
る
議
案
が
審
議
さ
れ
る
。

総
会
で
南
波
氏
の
理
事
選
任
が
認
め

ら
れ
た
ら
、
後
の
理
事
会
で
会
長
に
選

ば
れ
る
見
通
し
だ
。
南
波
氏
の
会
長
内

定
は
県
当
局
が
す
で
に
県
議
ら
に
事
前

説
明
す
る
な
ど
、
既
定
路
線
の
よ
う
だ
。

　

南
波
氏
は
百
貨
店
再
生
の
プ
ロ
と

し
て
徳
島
都
市
開
発
に
迎
え
ら
れ
た
。

一
年
間
再
生
に
努
力
し
た
が
、「
金
が

な
い
。
人
材
が
い
な
い
。
収
支
計
画
が

策
定
で
き
な
い
」
と
徳
島
市
に
泣
き

つ
き
、
結
局
社
長
業
を
投
げ
出
し
た
。

た
っ
た
一
年
で
ア
ミ
コ
再
生
を
放
り
投

げ
た
人
物
を
会
長
に
選
任
予
定
の
地
域
商

社
。
後
藤
田
知
事
と
南
波
氏
は
慶
大
の
同

窓
。
ア
ミ
コ
再
生
で
下
手
を
売
っ
た
人
物

に
地
域
商
社
を
任
せ
て
大
丈
夫
な
の
か
。

後
藤
田
知
事

志
田
副
知
事


